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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。
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建設業界就職の決め手
―本日は、栃木県建設業協会広報委員会の皆さまと、
建設業界に就職した若者とその親御様に建設業の魅力、
社会人として一歩を踏み出した我が子への想い、建設
業界の良いところなどを語っていただきます。栃木県
内の次世代を担う若者に向けて、皆さまの率直な思い
を伝えていただきたいと思っています。座談会のス

タートに先立ち、岩原正樹広報
委員長から一言いただきます。
■岩原広報委員長　栃木県建設
業協会広報委員会委員長の岩原
です。建設産業はこれまで社会
資本整備や維持管理を通して、
広く県民生活の向上や安全・安心の確保に務める一方
で、災害時における緊急対策や復旧活動などを行う

「地域の守り手」としての社会的使命が求められてい
ます。しかしながら、建設労働者の高齢化、若年入職
者の減少により人手不足が深刻になる中、これまでと
同レベルの工事施工能力や品質維持が懸念されていま
す。
　そこで建設業界に就職した若者とその親御様に就職
の決め手になった動機や社会人として一歩を踏み出し
た我が子への想いや実際に働いて分かった業界の良い
ところなどを語っていただきたいと思います。そして
魅力ある建設業について栃木県内の次世代を担う若者
に伝え、建設業就職を考えてもらうきっかけにしても
らいたいと考えています。
―最初に自己紹介を兼ねて現在担当している業務、建
設業界を目指そうと思ったきっかけをお聞かせくださ
い。それでは、宇都宮支部の中村土建・篠原稚奈さん
からお願いします。
■篠原稚奈　宇都宮支部、中村土建の篠原稚奈です。
現在の担当は、現場での測量や出来形管理、安全管理、
リース品などの原価管理です。私は宇都宮工業高校に
進学した時点で、卒業後は就職すると決めていました。
数多くある職種の中でも建設業を選んだ理由は、土木
について学ぶ中で、現場監督という仕事を知り、興味
を持ったからです。
―続いて、下都賀支部の板橋組・大橋圭さんお願いし
ます。
■大橋圭　下都賀支部、板橋組の大橋圭です。現在は
現場管理をしています。大学生の時、建築設計を学び、
建物を描き、形にしていく楽しさを知っていく中で現
場ではどうやって建物が出来ていくかを知りたい、触
れたいと思ったからです。また、自分が学生時代に学
んだ経験や知識が建設業でどこまで通用するか試した
いという思いもありました。
―続いて、塩谷支部、佐藤建設
工業・斎藤千寛さんお願いしま
す。
■斎藤千寛　塩谷支部の佐藤建
設工業の斎藤です。現在の業務
内容は舗装工です。小さいころ
から建設機械を見るのが大好き
でした。そしていつかその建設
機械を運転してみたいと思った
のがきっかけです。

―那須支部の生駒組・阿見颯太
さんお願いします。
■阿見颯太　那須支部、生駒組
の阿見です。施工計画書の作成
や、現場での作業が主な業務で
す。私は知人に建設業に関係し
ている方が多かったことと、高
校で建設工学のコースを学んで
いたことがきっかけです。
―ありがとうございました。我
が子の建設業への就職について
どう思われましたか。今度は、
篠原さんの親御様からお願いします。
■篠原美和　男社会というイメージがあったため心配
はしましたが、本人の気持ちを一番に考え、反対はし
ませんでした。
―続いて、大橋さんの親御様お願いします。
■大橋美恵子　小さいころからものを作ることが好き
なようでしたし、大学で建築系の勉強をしていました。
また、身近に建設業に関わる人が多くいたこともあり
ます。そうしたことを生かせる仕事に就いたので継続
して頑張ってほしいと思います。
―続いて、斎藤さんの親御様お願いします。
■斎藤智子　男社会の厳しい環境の中でうまくやって
いけるか心配でした。ですが、幼少の頃から建設機械
が好きでその気持ちが変わらず、大人になったら興味
のある好きな仕事をやらせたいという思いもありまし
た。
―続いて、阿見さんの親御様お願いします。
■阿見勝江　厳しい世界だと思うので続けていけるか
心配でしたが、本人がやってみたいと決めました。
―実際に就職して職場の環境はどうだったでしょうか。
篠原さんからお願いします。また、就職後の環境の変
化について親御様はどう思われましたか。

■篠原稚奈　建設業、特に土木現場に出ている女性は
少ないのではないかと思っていましたが、実際には女
性専用更衣室の設置など女性が働きやすい環境づくり
が進んでいることに驚きました。また、仕事を始めて、
コミュニケーションの大切さを知りました。さまざま
な人が知恵や技術を出し合って現場が完成していくこ
とに自分も携わることができ、やりがいを感じていま
す。
■篠原美和　就職してからは何事も計画を立てて生活
するようになり、感心しています。
―ありがとうございました。続いて大橋さんと親御様
お願いします。
■大橋圭　工事が進み、作っているものが完成した時
に達成感を感じました。自分が発した言葉や印をした
一本の線に対する責任の重さを感じました。幅広い年
齢層の職人の方、設計士の方などとさまざまな会話を
することでコミュニケーション能力が磨かれると感じ
ました。

自分を磨き、地域のために
■大橋美恵子　建設業は工事をする中でたくさんの人
と関わるので、人間関係を上手
に築けないといけないイメージ
があります。今は、責任のある
仕事環境でがんばっていると思
います。あまり心配することは
ありませんね。
―続いて斎藤さんと親御様お願
いします。
■斎藤千寛　いろいろな人がい
て、その人一人一人に個性が
あってなじむまで大変なところ
もありました。

■斎藤智子　学生の頃とは違い、社会人としての心構
えが備わったと思いますね。
―阿見さんと親御様お願いします。
■阿見颯太　右も左も分からない自分を親切に指導し
てくれ、とても感謝しています。コミュニケーション
の大切さも知りました。
■阿見勝江　社会人としての自覚や責任が芽生えてき
たと思います。家庭の仕事も考えながら手伝いもして
くれるようになりました。
―続けて親御様にお聞きします。我が子が建設業の世
界に飛び込んだわけですが、将来への展望や期待する
ことはありますか。今度は阿見さん、斎藤さん、大橋
さん、篠原さんの順にお願いします。
■阿見勝江　大変な仕事だとは思いますが、先輩方に
指導いただき、優れた技術を身に付けてほしいです。
■斎藤智子　建設業界はさまざまな資格や免許を取る
ことができるので、一つ一つ取得し、諸先輩のよいと
ころを学び、一人前として認められることを願ってい
ます。
■大橋美恵子　技術を磨いてお客さんに喜んでもらえ
るようないい仕事をしてほしいと願っています。
■篠原美和　自分で決めた仕事なので、一つでも多く
の資格や技術を取得し、現場を切り盛りできるように
なってほしい。人と接する中でいろんな事を吸収しそ
れを生かせる人になってほしいと思います。
―ありがとうございました。最
後に栃木県内の次世代を担う若
者に阿見さんから順にメッセー
ジをお願いします。
■阿見颯太　我々と一緒に建設
業の素晴らしさを共感しましょ
う。
■斎藤千寛　建設業界を一緒に
盛り上げていきましょう。
■大橋圭　３Ｋというイメージ
は必ずしも当てはまることでは

ないと思います。一人一人が意
識をすればそういうイメージは
なくなると思います、若い人に
はそういったイメージを変えて
いく先駆けになってほしい。た
くさんの人と協力して地図に残
るものを完成させた時の達成感を多くの人に味わって
ほしいです。
■篠原稚奈　女性がこの業界で活躍できるのか不安で
したが、実際に現場に出て女性が少ない環境だからこ
そ、女性の視点や考えを生かすことができると気付き
ました。女性でもこの業界で活躍することが可能です
ので、今後建設業に、若い女性が増えてほしいと思い
ます。
―最後に広報正副委員長から一言ずつお願いします。
■岩原委員長　土木、建築の現場は一つ一つが思い出
になるものです。皆さんにはさらなる人間力をつけて
いただき、建設業に入ってよかったと思えるような人
になってください。一緒に建設業を盛り上げていきま
しょう。
■吉田亘副委員長　若い皆さんにとっては今の時期は
大変なことが多いかと思います。皆さんが造っている
道路や建築物は10年、20年経過して、自分がその建物
に入り、道路を通ってみると、一瞬で作っていた同時
の思い出がよみがえってくるものです。そういう達成
感、やりがいは建設業ならではのものです。これから
もがんばってください。
■高村宏之副委員長　「一つを
もってこれを貫く」という言葉
があります。一つの仕事に就い
てそれを生涯貫けるのは、幸せ
なことです。皆さん一人一人が
この仕事を生涯のものにしてい
ただき、上に立った時、新人の教育をしていただきた
い。そうすることによって建設業を盛り上げていって
いただきたいと思います。
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高村宏之副委員長

吉田亘副委員長

㈱板橋組　大橋圭さん

大橋美恵子さん

佐藤建設工業㈱　斎藤千寛さん

㈱生駒組　阿見颯太さん

阿見勝江さん

斎藤智子さん


